
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

アトリ

アリス

バロック

ロマネスク

9

絶望

50

煉獄

11
鳥籠のカナリア

停滞する日々

花園の四人

出来損ないの雛

血まみれの羽根

あなたはカナリアと呼ばれていた。美しいカナリア、愛らしいカナリア。 観賞用の小鳥。鳥籠に閉じ込められた雁字搦めの翼。 広い空への憧れはあったけれど、不思議と逃げ出そうとは思わなかった。 今は自由。ただし、死んだ身体に閉じ込められている。

日々は空虚で、未来には希望もなかった。手に触れるもの、目に見えるもの、耳に聞こえるものすべてが無意味に思えた。 生きながら死んでいたようなあなたを繋ぎ止めていたのは……きっと大切な誰かの存在だったのだろう。

あなたたちはその花園で出会い、そこで何度も同じ時間を過ごしていた。 ほんの短い間だったかもしれない……だが、かけがえのない時間だった。 それに……もう一人、いた気がする。 大切な誰かが、もう一人。

鳥籠にいた一羽の小鳥。正確には小鳥になる前、教育段階の雛。

金臭い真っ赤な血の池で、あなたは座り込んでいた。周囲に飛び散る人の部品は、誰のものだろう。腕の中にあるのは大切な人の死体。それは間違いなく、最愛の友人であったタカナシだ。 己の手が血に染まっているのは、彼女を抱きかかえた所為だけではないと知っていた。  そう。全部、全部。あなたが殺した。 バラバラになるまで引き裂き、貫いた。  全部が終わって呆けた後。 絶望の中で、眠りについたのは覚えている。けれど何故また…起き上がったのか？
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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効果参照
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他の姉妹からの対話判定+1

肉弾と白兵攻撃のダメージ+1

レベル3変異パーツ1つ追加

レベル3改造パーツ1つ追加

肉弾攻撃マニューバ判定で出目＋１しても良い

攻撃判定のサイコロを振り直す

バトルパート終了時に任意の未練を1つ選んで狂気点を1減らす

最大行動値+2

最大行動値+1

肉弾攻撃1

最大行動値+1。行動判定大失敗しても損傷しない。

肉弾攻撃1

支援1

移動1

肉弾攻撃2+連撃1

肉弾攻撃1+転倒

腕のみダメージに対して防御１。腕部にある肉弾と白兵攻撃マニューバのダメージ+1

同ターン次カウント使用マニューバコスト-1。

防御1+切断無効化

移動1

移動1
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